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序

埼玉県では、地域社会の中で県民がゆとりと安らぎ

のある生活ができるように、豊かな彩の国づくりを目

指しています。

この国づくりの中では、環境との調和を図りながら、

生活者重視の立場にたって、利便性や快適性を高める

生活基盤の整備や福祉の充実などを進め、真に豊かさ

を実感できる質の高い県民生活の実現を目指していま

す。

与野市におきましても、首都機能の一翼を担う自立

性の高い都市形成を目指して、さいたま新都心事業が

進められております。新都心事業の中では、都市機能

としての基盤である道路の整備も、新しい発展と豊か

な生活を支える基盤づくりのためには欠かせないもの

であります。都市計画道路八幡通り線の建設もこの街

路整備事業の一つとして計画されたものです。

都市計圃道路八幡通り線の道路事業用地内には、与

野東遺跡の所在が確認され、その取扱いについては、

関係機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむ

をえず記録保存の措置を講じることになりました。そ

のための発掘調査は、埼玉県教育局生涯学習部文化財

保護課の調整により、当事業団が埼玉県の委託を受け

て実施いたしました。

今回報告いたします与野東遺跡は、与野市の中心部

に位置する遣跡であります。

発掘調査の結果、与野東遺跡では古墳時代の住居跡

や、江戸時代の墓穴等が検出され、土師器やカワラケ

をはじめとするさまざまな遺物が発見されました。与

野東遺跡から発見された古墳時代の住居跡は、千五百

年以上前の人々の生活をうかがい知ることができるも

のです。

これらの成果をまとめた本書を埋蔵文化財の保護・

普及の資料として、また、学術の基礎資料として、広

く御活用いただければ幸いと存じます。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を

いただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をは

じめ、埼玉県土木部道路建設課、埼玉県祈都心建設事

務所、与野市教育委員会並びに地元関係者各位に深く

感謝申し上げます。

平成11年10月

財団法入埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂
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ー 本書は下記の遺跡の発掘調査報告書である。

遺跡名：与野東遺跡（注記略号

言

YNHGS) 4
 

所在地：与野市本町東5-12 -13番地他

指示通知

平成9年6月17日付け

2
 

3
 

教文第2~55 号

遺跡コード番号： 03-046

発掘調査は都市計画道路八幡通り線建設事業に伴

う事前調査であり、埼王県教育局生涯学習部文化

財保護課が調整し、埼予県の委託により、埼王県

埋蔵文化財調査事業団が実施した。

発掘調査は当事業団の金子直行・佐々木健策が担

当して、平成9年6月16日から平成9年7月31

日まで実施した。

整理報告書作成作業は大屋道則が担当し、平成11

5

6

 

年9月1日から平成11年12月31日まで行った。

写真は発掘調査時の撮影を各発掘担当者が行い、

遺物の撮影は大屋が行った。

出土遺物の実測は大屋が行った。

本書の執筆は、 I -1を埼玉県生涯学習部文化

7
 

8
 

，
 

財保護課が、縄文土器を君島勝秀、石器を渡辺清

志、他を大屋が行った。

本書の編集は、資料部資料整理第1担当の大屋が

行った。

本書にかかる資料は平成11年度以降県立埋蔵文

化財センターが保管する。

本書の作成にあたり下記の方々から御教示、御協

力を賜った（敬称略）。

与野市教育委員会



凡例

1 X・Y座標による表示は、国家標準直角座標第

IX系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を

表す。

2 縮尺は原則として以下のとおりである。

全測図 1 : 400 住居跡 1 : 60 

土塙 1 : 60 井戸跡 1 : 60 

柵列跡 1 : 80 溝跡 1 : 60 

墓穴跡 1 : 60 不明遺構 1 : 60 

縄文土器実測図 1 : 3 

縄文士器拓影図 1 : 3 

石器実測図 1 : 3 

古銭拓影図 1 : 1 

3 全測図等に示す遣構の略号は以下のとおりである。

住居跡 SJ 土堀 SK 

井戸跡 SE 溝跡 SD 

ピット P 墓穴跡 SH 

柵列跡 SA 不明遣構 SX 

4 遺物観察表の凡例は、以下の通りである。

計測値が（ ）で囲まれたものは、推定値を示す。

胎土は、以下の記号で示した。

A石英 B白色粒子 C長石

D角閃石 E赤色粒子 F黒色粒子

G雲母 H片岩 I白色針状物質

J砂粒 Kチャート し小礫

焼成を、風化具合から次のように判断した。

1硬質で緻密なもの

2良好なもの

3普通のもの

4やや不良なもの

5軟質で脆弱なもの

5 遺物の赤色塗彩は実測図の網掛けで表現した。
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I 調査の概要
1.発掘調査に至る経過

埼王県では［首都機能の一拠を担う自立↑年の高い都

市形成」を目指して、さいたま祈都心事業を推進して

いる。事業抱進に当たっては地域文化、胚史などの資

源を活用し、環境と生活に配慮しながら、地域経済の

発展に寄与する周辺市街地の計圃的な上地利用、まち

づくりを行っている。

こうした施策の一環として、さいたま祈都心の基盤

整備が計画され、上・中・下水道、電気、通信桐など

とともに、周辺街路の整備を促進しているところであ

る。

埼王県教育局生涯学習部文化財保護課では、このよ

うな施策の批逆と文化財の保護について、従前から関

係部局との事前協議を重ね、調整を図ってきたところ

である。

都市計圃道路八幡通り線にかかる埋蔵文化財の所在

および取扱については、平成9年2月10日付け新都

事第239号で、埼玉県住宅都由部新都心事業課長

（当時）から埼王県教育局生涯学習部文化財保護課長

あて照会があった。文化財保護課では確認調査を実地

し、その結果をもとに、平成9年3月17日付け教文

第1660号で、与野東遣跡の取扱について次のように

回答した。

2.発掘調査。報告書作成の経過

（調査）

与野東遣跡の調査は、平成9年6月16日から平成

9年7月31日にわたって実施した。調査対象に閏わ

る面積は649団であった。

6月中旬に重機による表土除去を行い、遣構の確認

作業を進めて行った。 6月下旬に遺構の確認作業と個

別遺構の発掘作業をし、順次写良撮影を進めていった。

7月卜危旬に遺構の平由図を作成し、 7月中旬に調査

が終わり航空写真撮影を行い、 7月下句に埋め戻し後、

槻材を撤収して発掘調査を終［した。

1 埋蔵文化財の所在

称釉別時代 所孔地

集落跡
旧石器・縄 与野巾与野

文・古謂 l 727-7 

2 取扱い

ト記の埋蔵文化財詞蔵地は、現状｛呆存することか

望ましいが、事業計両上やむを得す現状を変更する場

合は、事間に文化財保護法第57条の3の規定に基つ

く文化庁長官当ての梵掘通知を提出し、記録俣存のた

めの兌掘調査を実施すること。

梵掘調査については、実施機閃てある財団広人均玉

県埋蔵文化財調査事業団と祈都心事業課と文化財保護

課の三者により調査方法、期間、経費などを中心に協

議が行われた。その結果、半成9年6月16日から平

成9年7月31日までの期間で、実施することになっ

た。

文化財保護法第57条の3の規定による埋蔵文化財

発掘通知が埼王県知事から提出され、第57条1項の

規定による発掘調査届が財団法人埼玉県埋蔵文化財調

査事業団埋事長から提出された。

癸掘調査に係る通知は以↑のとおりである。

与野東遺跡平成9年6月17日付け教文第2-55号

（文化財保護課）

（撃理・報告書作成）

幣理作業は、平成11年9月1日から平成11年12

月31日にわたって実施した。

9月当初から遺物の水洗と注記を行い、 9月中旬に

は図面の整理、遺物の揆合を行い、 9月ド旬からは遺

構の第二次原図作成、実測作業を行った。

10月上旬には、図面のトレース作業を開始した。

10月中句には、遣構・遺物図面の仮版組を行い、本

文の執筆を開始し、観察表作成、写真撮影を行った。

10月卜旬に編集竹業を進め、 10月末に入札、 11月の

校正作業を経て、12月末に辛尉号書を印刷jし、梵行したc

- l -



3.発掘調査、整理・報告書作成の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1) 発掘調査 （平成9年度） (2) 整理事業 （平成11年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副 理 事 長 富田真也 副 理 事 長 飯塚誡一郎

寸宙 左マ欠ヵ 理 事 塩野 博 常務理事兼管理部長 広木 卓

常務理事兼管理部長 稲葉文夫

理事兼調査部長 梅沢太久夫 管理部

管理部副部長兼経理課長 関野栄一

管理部 主 任 福田昭美

専門調査員兼経理課長 関野栄一 主 任 腰塚雄二

主 任 江田和美 主 任 菊池 久

主 任 福田昭美 庶 杓マ欠］ 課 長 金子 隆

主 任 菊池 久 主 査 田中裕二

庶 務 課 長 依田 逗‘釆 主 任 江田和美

主 査 西沢信行 主 任 長滝美智子

主 任 長滝美智子

主 任 腰塚雄二 資料部

メ只ケ 料 部 長 高橋一夫

調査部 専門調査員兼資料部副部長 石岡憲雄

調査部副部長 今泉泰之 主 任 調 木且^ -目‘‘ 大 屋道則

調査第三課長 浅野晴樹

主 任 調 フ且 一自仁二ヽ1 金子直行

調 査 員 佐々木健策
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JI 
遺跡の立地と磯境

埼玉県の地形は、西部を占める上武・奥秩父・外秩

父の各山地と、中心部を南北に連なる丘陵・台地、そ

して、北部から東部に広がる利根川・中川・荒川によ

って形成された低地骨の3つに大別することができる。

丘陵・台地・低地は、関東平野の一部をなしている

が、この低地は更に、県北東部の利根川中流低地と、

県南東部の東部低地に分けられる。東部低地は、中央

に孤立する大宮・安行・蓮田・岩槻・白岡・慈恩寺の

各台地からなる台地群をはさんで、東が中川低地、西

が荒川低地とよばれている。

与野東遺跡が所在する与野市は、荒川低地をのぞむ

大宮台地南西部に立地している。台地内は中小河川に

よる開析がすすみ、樹枝状の谷系が発達し、西から指

扇・与野・浦和・大和田片柳の各支台に区分できる。

この中で、与野東遺跡は与野支台に位置している。台

地上面付近の標高は10~15m程度である。

周辺地域には、各支台の縁辺を中心に、多数の遺跡

が濃密に分布している。

旧石器時代では、明花向遺跡A区、陣屋遺跡、真土

遣跡、神明遣跡、大古里遺跡、松木遺跡、馬場北遺跡、

原遺跡、内道西遺跡、間ノ谷遺跡等が知られている。

縄文時代に入ると、遺跡の立地傾向は台地上に広く

展開する。

中期から後期初頭では、浦和支台の中里前原遺跡、

根岸遺跡、日進与野支台の西浦遺跡、日進与野支台の

巽遺跡、札ノ辻遺跡、本杢遺跡、浦和支台西部の馬場

小室山遣跡、原山坊ノ在家遺跡等がある。

諷時代中期になると、日進与野支台に白鍬塚山古

墳が出現する。日進与野支台には白鍬宮腰遺跡、山久

保遺跡、札ノ辻遺跡、浦和支台には別所遺跡、笠間神

社遺跡、芝川右岸の水深北遺跡等がある。

後期には、台地上および自然堤防上に広く群集墳が

形成される。日進与野支台縁辺に密集する白鍬古墳群、

大久保古墳群、側ヶ谷戸古墳群、植水古墳群、中島古

墳群等が著名である。

同時期の集落は、印貰群と関連した立地条件に成立

第 1図 埼玉県の地形図

、ヽ

尉
山地

冒

疇
瓢喜
丘陵 台地
D
ロ ゜1, lll l l 9 99 9 99 9999 9 9 9 9, 1,llll■-

20km 
⇒ 
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第 2図周辺の遺跡

:・ 
r: 
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晨麟□喜亨謬ぷ

言冒ニ

1 与野東遺跡 2 水判土・堀の内遺跡
5 B-5号遺跡 6 B-105号遺跡， 小村田東遺跡 10 神明遺跡
13 小村田館遺跡 14 白鍬宮腰遺跡
17 白鍬塚山古墳 18 白鍬遺跡

21 巽遺跡 22 中里宮前遺跡
25 内道西遺跡 26 真土遺跡
29 上大久保新田遺跡 30 諏訪坂遺跡
33 中里前原遺跡 34 古貝戸遺跡
37 陣屋遺跡 38 山久保遺跡
41 大久保領家片町遺跡 42 本杢遺跡
45 本村遺跡 46 大戸本村遺跡
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3 間ノ谷遺跡

7 小村田遺跡

11 根切遺跡

15 笠間神社遺跡

19 八王子前原遺跡

23 観音寺境内遺跡

27 矢垂遺跡

31 矢垂館遺跡

35 大泉院境内遺跡

39 札の辻遺跡

43 曲庭遺跡

2 km 
t:::=::=====:Jj: 30000 

4 関東遺跡

8 小村田西遺跡

12 西浦遺跡

16 八王子殿ノ前遺跡

20 寺田遺跡

24 宮田墓地遺跡

28 二度栗山遺跡

32 中里前原北遺跡

36 大久保領家遺跡

40 上太子遺跡

44 五関中島遺跡



第3図 遺跡周辺の地形図

している。日進与野支台と荒川低地に形成された自然

堤防上の根切遺跡第3地点、水判土・堀の内遺跡、堤

根遺跡、上大久保新田遺跡、本村遺跡、 B-105遣

跡、塚本東耕地遺跡、古貝戸遺跡、諏訪坂遺跡等が知

られている。

奈良•平安時代では多くの集落が検出されている。

浦和支台には墨書土器を出した八王子前原遺跡をはじ

め、上峰遺跡、寺田遺跡、日進与野支台から荒川低地

にかけては、白鍬宮腰遺跡、水判土・堀の内遣跡、根

切遺跡、観音寺境内遺跡、大泉院境内遺跡、宮田墓地

遺跡、大久保領家片町遺跡、本村遣跡等があげられる。

律令期の生産遺跡には荒川低地に広がる大久保条里

遺跡がある。

中憔の遺跡には、大久保領家遺跡、根切遣跡，真鳥

山城遺跡、矢乖遺跡、小村田館跡等がある。これらの

館跡は、鎌倉街道中道伝承路に沿って点在している。

- 5 -



m 遺跡の概要
与野東遺跡は、JR埼京線北与野駅の西側、約800

mの所に位置していた。地形的には、大宮台地西側の

与野支台上にあたり、与野支台東側平坦部に立地した

遺跡であった。

東側ぱ鴻沼排水路が中央を南側に流れる高沼低地へ

と下っており、調査区は台地の際に存在していた。

今回報告する与野

考えられた。土墟も、古墳時代後期のものが1基確認

できたが、他は近世のものであった。溝跡や柵列跡、

不咀遺構も覆土の状況から近世のものであると考えら

れた。墓穴跡は、寛永通宝、数珠が共伴しており、江

戸時代のものであった。入骨も遺存していた。縄文時

代の遺構は検出できなかった。

第4図 与野東遺跡調査区全体図
東遺跡は、与野市の

遺跡調査会が平成9

年度に調査を実施し

た与野東遺跡のすぐ

北側である。また、

小村田遺跡とは、道

路を挟んで北側で接

しており、これらの

遺跡からは、縄文時

代中期や古墳時代後

期の竪穴住居跡が検

出されている。

与野東遺跡では、

調査区の多くの場所

で攪乱が認められ、

遣構の遺存状況は、

良好ではなかった。

検出した遺構は、

竪穴住居跡が5軒、

近世の墓穴跡が9基、

溝跡が12条、土堀

が10基、柵列跡が

1列、井戸跡が2基、

不明遺構が1基など

であった。

竪穴住居跡は、出

土遺物から古墳時代

後期のものであると

- 6 -
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W 遺構と遺物
1.住居跡

第1号住居跡（第5~7図）

第1号住居跡はB-5グリッドから検出した。

住居跡の南側は撹乱のため検出できなかった。

形態は方形で主軸方位はN-10° -Wであった。

規模は、短軸長2.8m、深さ 7cm程度であった。

壁は明瞭で、北側からカマドが検出できた。

貯蔵穴は、カマドの右側から検出できた。床面

は明瞭で、壁溝は、北西隅・南側で一部途切れ

るが検出できた。柱穴は2本検出できた。

住居跡は、 SJ3、SH7と重複していた。重

第1号住居跡出土遺物観察表

No 祐ロロ 種 口径／cm 器高／cm 底径／cm

1 土師器杯 12.0 12.1 12.2 

2 土師器甕 (4.3) 6.0 

3 上師器甕 20.1 (5. 2) 

4 土師器甕 (2. 3) (8. 0) 

第6図第 1号住居跡

調査区外

複関係は、 SJ3 • SH 7を切っていた。

実測可能な遺物として、坪、甕、壺、古銭などを覆

土中から検出した。

第5図 第1号住居跡出土遺物

口 \_L~J 
口ロロ―-]こ-~・・=0 

3 1 1 虚呼

胎 土 焼成 色調 残存率／％ 備考

A, C, E, K 3 褐色 20 

A, C,D, E, K 3 黒褐色 30 

A, C 3 茶褐色 20 

A, C, E, K 3 橙褐色 10 

ジこP1〉
C l'P=!-f ¥ c・ 

C 12.20 m P2 C' 

SJ1 

撹乱

D 12.20m 貯蔵穴 D' 

A 12.40 m A' 

2閲。

-7 -



第7図 第1号住居跡カマド

•V 
調査区外

L
V
 

<1 

E
O
S
.
a
v
 

第 1号住居跡覆土

1暗褐色 ローム粒（多）ロームプロック（少）

炭化物・焼土粒（微）

ローム粒・ロームプロック（多）

しまり良

ローム粒（多）しまり弱

2暗茶褐色

3黒褐色

第 1号住居跡ピット 1・2覆土
1暗褐色 ローム粒・ロームプロック（少）

焼土粒（少）

ロームブロック（少）しまりやや欠

ロームプロック（多）

ローム粒・ロー・ムプロック しまり良

2 暗褐色

3 黄褐色

4 暗黄褐色

第 1号住居跡貯蔵穴覆土
1暗褐色 ローム粒・ロームプロック（少）

しまりやや良

ローム粒（少）しまりやや弱

ローム粒・ロームプロック（多）

しまり欠

2黒褐色

3 暗黄褐色

8 12.40 m B
 

第 1号住居跡カマド覆土
1黒褐色 白色粘上・焼土粒子（多）

2褐色 カマド主体部粘土崩落層

3橙褐色 焼土粒（多）炭化物（少）

4暗褐色 焼土粒子・炭化物（多）しまり良

渭。

第8図 第2号住居跡 第2号住居跡（第8• 9図）

A 12.40m 

3 

A' 

ー

調
査
区
外

第2号住居跡覆土

1黒褐色
焼土粒（多）

ローム粒（多）

しまり良

2暗褐色

1層より含有物多
しまりやや弱

3暗黄褐色

ローム粒（多）

ロームプロック（多）

しまり翁

第2号住居跡は、 B-5グリッドから検出した。

住居跡の西側の壁溝の一部が検出できた。

形態は不明で、主軸方位はN-23°-Wであった。

規模は、長軸長不明、短軸長不明、深さ 7cm程度であ

った。

壁は明瞭であり、南側からカマドが検出できた。

床面は明瞭で、壁溝は、南西側から一部検出できた。

柱穴は2本検出できた。

実測可能な遺物として、坪、甕などを覆土中から検

出した。

第9図 第2号住居跡出土遺物

口＼ーロ：口ロ
c
m
4▲
 

0
1
 

ー

彗。

第2号住居跡出土遺物観察表

□`□em 

N
o
-
l
-
2
 

器高／cm

(2. 7) 

(3. 5) 

底径／cm 胎土

A, C,E,K 

A, C, D 
3
-
3
 

成焼 色調

褐色

褐色

残存率／％

10 

20 

備考
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第10図第3号住居跡

ー

ロJ SJ1 

.,1 
謂盃区外

A 1250 m A' 

第3号住居跡（第 10。11図）

第3砂仕居跡は、 B-4・5グリソドから検出した。

仕居跡の東側はSJ1のため、東南判は撹乱のため、

西から南側は調査区外のため検出できなかった。

形態は不明で、 「軸方位はN-19°-Wであった。規

模は長軸に不明、短軸長が咀、深さ 8cm程度であった。

壁は咀賑であり、カマトは検出できなかった。

床l川は明瞭で、壁溝は、北側から一部検出できた。柱

穴は 1本検出できた。

住居跡は、 SJ1と重複していた。重複関係は、 SJ

1に切られていた。

実測rr]龍な遺物として、応、甕、古銭などを覆土中

から桧出しtこ（）

覆十は、自然堆積の状況を呈していた。

節11図 第3号住居跡出土遺物

~1 
＼＿三―//2

2m 
一ヽ•> 1 60 

c
m
4
 

0
1
 

ー

第3号住居跡出土遺物観察表□ m I □icnll］上 □三□／％ 備考

第4号住居跡（第 12。13図）

第4号住い跡は、 D-5グリノドから検出した。住

居跡の北側は一部撹乱のため、南側は閾査区外のため

検出できなかった。

形態は方形で、主軸方符はN-10°-Wてあった。

規模は長軸長2.6m、深さ 5cm秤度てあった。

壁は明瞭であったが、カマドは検出できなかった。

貯蔵穴は、東側と西側からそれぞれlヶ所検出できた。

床面は明瞭で、壁溝はほぼ全周していた。柱穴は2本

検出できた。

第4号住居跡出土遺物観察表

住居跡は、 SD2 • 3、SA]と重複していた。重

複閏係は、 SD2 • 3に切られ、 SD1を切っていた。

実測可熊な遺物として、坪、甕を検出した。

第12図 第4号住居跡出土遺物

口 ／ ローロ
ロロ三2 ＼ニロ

0 10cID 
← --・・ •一 1--. -— ,11 

No 器 種 |]径／cm 器高／cm 底往／cmi 胎 上 焼成 色調 残存率／％ 備考

1 l一＾師器比 M.O (4.0) A, C, E, K 3 椙色 40 

2 上師器九， 15.0 (4. 8) 1 A, C, D, E, K, 3 淡褐色 20 

3 
上帥 器` 恥`口I 14.0 

(4.1) A, C, E, K -[ ] 褐色 20 

4 士師 (3. 9) (6. 0) 八， C,E, K 褐色 40 
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第13図第4号住居跡

---/-I  

第4号住居跡覆土

1暗褐色 ローム粒（多）

2 暗黒褐色 ローム粒（少）

3 黄褐色 ローム粒・ロームプロック（多）

4黒褐色 ローム粒・焼土粒・炭化物（少）

5暗黒褐色 ローム粒（少）しまりやや弱
6 暗褐色 ローム粒・ロームプロック（多）

第4号住居跡貯蔵穴 1覆土

1暗褐色 ローム粒（少）

ローム小プロック（少）

2黄褐色 ローム粒・ロームプロック（多）

しまり良

第4号住居跡貯蔵穴2覆土

1暗褐色 粘質土ローム粒

ロームプロック焼土粒子

炭化物粒子しまり良

2灰褐色 粘質土焼土粒子（多）

炭化物粒

カマド樺成粘土起源か

3黒褐色 ローム粒（少）粘質土

A 12.30 m A' B 12.20 m P2 B' C 12.20 m 貯蔵穴1 C' D 12.20m 貯蔵穴2 D' 

第14図第5号住居跡

調査区外

IV 
撹乱

ー

A 12.50 m A' 

2m 
--.」 1:6[ 

第5号住居跡（第14• 15図）

第5号住居跡は、 D-2 • 3、E-2 • 3グリッド

から検出した。

住居跡の北側は撹乱のため、東側は撹乱のため、西

側は撹乱のため検出できなかった。

形態は不明で、～t軸方位はN-20°-Wであった。

規模は長軸長不明、短軸長不明、深さ4cm程度であった。

壁は明瞭であり、カマドは検出できなかった。

床面は明瞭で、壁溝は、南側から検出できた。

住居跡は、 SDlO・ll・12、SH4と重複していた。重複

閏係は、SD12・SH4に切られ、SDl0・11を切っていた。

実測可能な遺物として、J不を覆土中から検出した。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第15図 第5号住居跡出土遺物
汽鷹

□三 1 c
m
A
 

O

l

 

ー

第5号住居跡出土遺物観察表

］゚I_Lげに：J:「 I LJ]:]cm 1器言□I底怪／cmIA，繋， E-t k 1竺竺Iヤ:: I残存叫／％ 備考
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2.土塀

第1号土城（第16図）

第1号土堀は、 H-2グリッドから検出した。

平面形態は、楕円形で、主軸方位はN-15°-Wで

あった。規模は、長軸1.3m、短軸l.Om、深さ1.1 

m程度であった。

調査区内では、最も深い土塙であったが、時期や用

途を特定できなかった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第2号土壊（第 16図）

第2号土渡は、 D-5グリッドから検出した。

土墟の南側は調査区外のため検出できなかった。平

面形態は、不整形で、主軸方位はN-15°-Wであっ

た。規模は、長軸1.4m、短軸不明、深さ 20cm程度

であった。

土壊は、柵列 (P2)と重複していた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第3号土塘（第16図）

第3号土墟は、 D-4グリッドから検出した。

土壊の南側は調査区外のため検出できなかった。平

面形態は、隅丸方形で、主軸方位はN-5°-Wであ

った。規模は、長軸1.4m、短軸不明、深さ 16cm程

度であった。

土塙は、 SK4によって切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第4号土壊（第 16• 17図）

第4号土渡は、 D-4グリッドから検出した。

平面形態は、隅丸方形で、主軸方位はN-5°-W 

であった。規模は、長軸不明、短軸0.8m、深さ 36

cm程度であった。

土城は、 SK3と重複していた。重複関係は、 SK

3を切って、撹乱に切られていた。

実測可能な遺物として、土師器坪を覆土中から検出

したが、土塙との帰属関係は、明らかに出来なかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第5号土堀（第 16図）

第5号土堀は、 E-3グリッドから検出した。

土壊の南側は調査区外のため検出できなかった。平

面形態は、惰円形で、主軸方位はN-17-Wであっ

た。規模は、長軸1.2 m、短軸不明、深さ 10cm程度

であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第6号土壊（第 16図）

第6号土城は、 E-3グリッドから検出した。

平面形態は、惰円形で、主軸方位はN一め°-Eであ

った。規模は、長軸不明、短軸0.9m、深さ 20cm程

度であった。

土堀は、 SDlOと重複していた。重複関係は、 SD

10に切られ、p10を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第7• 8号土漿（第16図）

第7• 8号土塙は、 D-3グリッドから検出した。

土堀の北側は調査区外で他は撹乱のため検出できな

かった。平面形態は、方形で、主軸方位はN-72°-E

であった。規模は、長軸不明、短軸不明、深さ 30cm

程度であった。

土塙は、 SH2と重複していた。重複関係は、 SH

2、撹乱に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第9号土堀（第 16図）

第9号土墟は、 D-3グリッドから検出した。

平面形態は、惰円形で、主軸方位はN-22°-Wで

あった。規模は、長軸不明、短軸不明、深さ 15cm程

度であった。

土壊は、 SK7と重複していた。重複関係は、 SK

7、撹乱に切られていた。

実測可能な遣物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。
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第16図第 1~10号土壊
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嗜。

第 1号土壌覆土

1黒褐色 ローム粒・ロームプロック（少）しまり強
2暗褐色 ロームプロック・黒褐色土混入ややしまり強
3暗褐色 2層に同じしまり欠

4黒褐色 ローム粒（少）粘性やや強しまり翁

第10号土堀（第16図）

第10号土壊は、 E-3グリッドから検出した。

土堀の南側は調査区外、東側は撹乱のため、検出で

きなかった。平面形態は不整形で、主軸方位はN-

20°-wであった。規模は、長軸不明、短軸不明、深

さ20cm程度であった。

士堀は、 SD9と重複していた。重複関係は、撹乱

第2~8号土激覆土

1暗褐色 シルト質ローム粒（多）粘性弱ロームプロック（多少）
2暗褐色 シルト質ローム粒（多）粘性弱ロームプロック（多）

に切られ、 SD9を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第17図 第4号土壊出土遺物

sf·~ 1呼

第4号土壊出土遺物観察表

］゚I上〗心凧げ；1[打＾ 1 口]::anI器口らcm1底怪／ClnIA, >[, E, + K ]竺［父It:PJ: I残存ぷ／％ 備考

- 12 -



3.溝跡

第1号溝跡（第18図）

第1号溝跡は、 D-5グリッドから検出した。

溝跡の西側はSJ4のため、東側は調査区外のため、

検出できなかった。

延長形態は曲線で検出範囲の距離は1.3m、幅は40

cm、深さは6cm、廷長方位はN-85°-Eであった。

溝跡は、 SJ4と重複していた。重複関係は、 SJ4に

切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第2号溝跡（第18図）

第2号溝跡は、 D-5グリッドから検出した。

溝跡の北側は撹乱のため、南側は調査区外・撹乱の

ため、検出できなかった。

廷長形態は直線で検出範囲の距離は0.9m、幅は0.4

~0. 7m、深さは8cm、延長方位はN-4°-Wであった。

溝跡は、 SJ4と重複していた。重複関係は、 SJ4を

切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第3号溝跡（第18図）

第3号溝跡は、 D-5グリッドから検出した。

溝跡の北側は撹乱のため、南側は調査区外のため、

検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離は1.Om、幅は、

0.3m、深さは10cm、延長方位はN-11°-Wであった。

溝跡は、 SJ4と重複していた。重複関係は、 SJ4を

切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第4号溝跡（第18図）

第4号溝跡は、 D-4グリッドから検出した。

溝跡の北西憫は撹乱のため、南側は調査区外のため、

検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離はl.Om、幅は、

0.4~0.5m、深さは12cm、延長方位はN-19°-Wで

あった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第5号溝跡（第18図）

第5号溝跡は、 D-4グリソドから検出した。

溝跡の北側はSXlのため、南側は調査区外のため、

検出できなかった。

廷長形態は直線て、検出範囲の距離は0.9m、幅は、

0.5m、深さは10cm、延長方位はN-14°-Wであった。

溝跡は、 SD6、SXlと重複していた。重複関係は、

SXlに切られ、 SD6を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第6号溝跡（第18図）

第6号溝跡は、 D-4グリッドから検出した。

溝跡の北側はSXlのため、南側は調査区外のため、

西側は一部撹乱のため検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離は0.8m、幅は、

不明、深さは35cm、廷長方位はN-14°-Wであった。

溝跡は、 SD5、SXlと重複していた。重複関係は、

SD5 • SX 1に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第7号溝跡（第18図）

第7号溝跡は、 D-3グリッドから検出した。

溝跡の北側は撹乱とSElのため、南側は調査区外

のために検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離は1．如n、幅は、

0.4~0.5m、深さは15cm、延長方位はN-5 °-Wで

あった。

溝跡は、 SEl • 2と重複していた。

重複関係は、 SEl • 2に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第8号溝跡（第18図）

第8号溝跡は、 D-4グリッドから検出した。

溝跡の北側は撹乱のため、検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離は1.5m、幅は、

0.4m、深さは10cm、延長方位はN-0 ° -Eであった。

溝跡は、 SK4と重複していた。重複関係は、 SK4

を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第9号溝跡（第18図）

第9号溝跡は、 E-3グリッドから検出した。
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第18図第 1~12号溝跡
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溝跡の北・東側は撹乱のため、南側は調査区外のた

め、検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距雌は0.5m、幅は、

不明、深さは5cm、延長方位はN-4°-Wであった。

溝跡は、 SKlOと重複していた。重複関係は、 SKlO

に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第10号溝跡（第18図）

第1缶針髯跡は、 E-3グリッドから検出した。

溝跡の北側は撹乱のため、南側はSH3と調査区外

のために検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離は0.9m、幅は、

0.5m、深さは10cm、延長方位はN-8°-Wであった。

溝跡は、 SJ5、SH3、SK6と重複していた。重複

関係は、 SJ5 • SH3に切られ、 SK6を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第11号溝跡（第18図）

第11号溝跡は、 E-2グリッドから検出した。

溝跡の北側はSJ5と撹乱のため、南側は調査区外

のため、検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離は0.9m、幅は、

0.5m、深さは20cm、廷長方位はN-18°-Wであった。

溝跡は、 SJ5、SH5 • 6と重複していた。

重複関係は、 SJ5、SH5• 6に切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第12号溝跡（第18図）

第12号溝跡は、 D-3グリッドからE-3グリッド

にかけて検出した。

溝跡の北側は撹乱のため、南側はSJ5 • SH4のた

め、検出できなかった。

延長形態は直線で、検出範囲の距離は0.7m、幅は、

0.5m、深さは5cm、延長方位はN-11-Wであった。

溝跡は、 SJ5、SAlと重複していた。重複関係は、

SA 1に切られ、 SJ5を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

4.井戸跡

第1号井戸跡（第19図）

第1号井戸跡は、 D-3• 4グリッドから検出した。

平面形態は、円形であった。規模は、直径2.3mで

あった。深さは2.2mまで確認したが、壁面崩落の危

険性から、底面までの確認は行わなかった。

井戸跡は、 SE2と重複していた。重複関係は、 SE

2を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第2号井戸跡（第20図）

第2号井戸跡は、 D-3• 4グリッドから検出した。

平面形態は、円形であった。規模は、直径l.Omで

あった。深さは0.5mまで確認したが、壁面崩落の危

険性から、底面までの確認は行わなかった。

井戸跡は、 SElと重複していた。重複関係は、 SE

1に切られていた。

実測可能な遣物は、検出できなかった。

第19図第 1号井戸跡

調査区外
ー
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一
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第20図第2号井戸跡

SEI 

,

I

 
12.40 m 

第1号井戸覆土
1黒褐色

ローム粒ロームプロック

2黄褐色

ハードロームプラックバンド

3黒色

ロームプロック（多少）

4暗褐色
プラックバンド主体

第2号井戸覆土

1黄褐色

ローム主体堀り方充填土

しまり良

2黒色

ローム粒（少）しまり良

5.柵列跡

第1号柵列跡（第21図）

第1号柵列跡は、 D-4グリッドからD-5グリッ

ドにかけて検出した。

列の廷長形態は直線で、距離は12.2m、延長方位は

N-12°-Wであった。

柵列跡は、 SJ4、SK2、SD8と重複していた。

柱穴は6基で、平面形態は円形叉は楕円形であり、

規模は直径25~50cm、深さは10~30cmであった。明瞭

な柱痕跡は検出されなかった。

嗜。 実測可能な遺物は、検出できなかった。

時期も特定できなかった。

第21図第 1号柵列跡

＼ 撹乱

＼\~ヘー／／口
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謂査区外

SAl 
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P4 P3 

P2 Pl 

A' 

第 1号柵列覆土

1暗褐色 ローム粒・ロームプロック（少）

2褐色土 ロームプロック起源風化土 0 2m  
I l l l : 80 

6.墓穴跡
第1号墓穴跡（第22図）

第1号墓穴跡は、 D-3グリッドから検出した。

平面形態は惰円形で、主軸方位はN-0°-Eであった。

規模は、長軸長l.Om、短軸長0.7m、深さ60cm程度

であった。

人骨が遺存していた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第2号墓穴跡（第22図）

第2号墓穴跡は、 D-3グリッドから検出した。

墓穴跡の北側は調査区外のため、検出できなかった。

平面形態は不整円形で、主軸方位はS-73°-Wで

あった。

規模は、直径0.7m、深さ80cm程度であった。

墓穴跡は、 SK8と重複していた。重複関係は、明

らかに出来なかった。

遺物として古銭を覆土中から検出した。

人骨が遣存していた。
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第3号墓穴跡（第22図）

第3号墓穴跡は、 E-3グリッドから検出した。

墓穴跡の南側は調査区外のため、検出できなかった。

平面形態は不整円形で、主軸方位はN-20°-Wで

あった。

規模は、長軸長0.8m、短軸長不明、深さ60cm程度

であった。

墓穴跡は、 SDlOと重複していた。重複関係は、 SD

10を切っていた。

遺物として、古銭を覆土中から検出した。

人骨も遺存していた。

第4号墓穴跡（第22図）

第4号墓穴跡は、 E-3グリッドから検出した。

第22図第 1~9号墓穴跡

撹乱
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12.50m 

1
、

一
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謂査区外

第 1号～9号基穴覆土

1黒褐色 シルト質ローム粒（少）粘性弱しまり欠

2暗褐色 ローム粒（多）ロームプロック・黒褐色土混入

平面形態は円形で、主軸方位はN-0 ° -Eであった。

規模は直径0.8m、深さ70cm程度であった。

重複関係は、 SJ5を切っていた。

遣物として古銭を覆土中から検出した。

入骨も遺存していた。

第5号墓穴跡（第22図）

第5号墓穴跡は、 E-2グリッドから検出した。

平面形態は不整円形で、主軸方位はN-0 ° -Eであ

った。

規模は、直径0.8m、深さ70cm程度であった。

重複関係は、 SDllを切っていた。

遣物として古銭を覆土中から検出した。

人骨も遺存していた。

12.50 m 

調査区外

ー

12.40 m 

sJ5 

ニ。／

12.50 m 

調査区外

I□ 
I 

12.20 m 

I 調査区外
三

12.30 m 

0 2 m 
卜 l →160 

- 17 -



第6号墓穴跡（第22図）

第6号墓穴跡は、 E-2グリソドから検出した。

平面形態は円形で、主軸方位はN-0°-Eであった。

規模は、直径0.8m、深さ80cm程度であった。

重複関係は、 SDllを切っていた。

遣物として、古銭、数珠などを覆上中から検出した。

人骨も遺存していた。

第7号墓穴跡（第22図）

第7号墓穴跡は、 B-5グリソドから検出した。

墓穴跡の北側は調査区外のため、検出できなかった。

平面形態は円形で、主軸方位はN-8°-Wであった。

規模は、直径0.8m、深さ30cm程度であった。

重複関係は、 SJlに切られていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第8号墓穴跡（第22図）

第8号墓穴跡は、 B-5グリッドから検出した。

墓穴跡の北側は調査区外のため、検出できなかった。

平面形態は惰円形で、主軸方位はN-15°-Wであ

った。

規模は、長軸長0.7m、知軸長不明、深さ10cm程度

であった。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

第9号墓穴跡（第22図）

第9号墓穴跡は、 D-2グリッドから検出した。

墓穴跡の北側は調査区外のため、検出できなかった。

平面形態は不整形で、主軸方位はN-14°-Wであ

った。

規模は、長軸長0.7m、短軸長不明、深さ70cm程度

であった。

遣物として、古銭を覆土中から検出した。

入骨も遣存していた。

7.不明遺構

第1号不明遺構（第23図）

第1号不咀遺構は、 D-4グリッドから検出した。

土塙の北側は撹乱のため、検出できなかった。

平面形態は、隅丸方形で、主軸方位はN-17°-W

であった。

規模は、長軸長不明、短軸長l.lm、深さ47cm程度

であった。

土堀は、 SD5• 6と重複していた。重複関係は、 SD

5 • 6を切っていた。

実測可能な遺物は、検出できなかった。

覆土は、自然堆積の状況を呈していた。

第23図第 1号不明遺構
謂査区外

撹乱 ー

SD4 

A 12.40m A' 

2悶

第1号不明遺構覆土

1黒褐色 ローム粒・ローム小プロック

2黒色 ロームプロック（多少）

3暗褐色 プラックバンド主体

＆遺構外出土遺物（第24• 25図）

第24図］は、表土から検出したカワラケで、 1/4

程度の破片である。内外面ともに、口辺部中位から下

位にかけて、黒色物質の付着が認められた。

2は、 B-5グリッドからカワラケで検出したもの

で、前者同穏に 1/4程度の破片である。内外面共に、

黒色物質の付着は認められなかった。

両者共に、口辺部粘土を2単位の二指による挟み込

みを伴ったヨコナデで成形しつつ調整している。 1で

は、口辺部剰余粘土がヨコナデの2単位の中間に集め

られ、 2では、ヨコナデ下段と底部の境界に集められ

ている。
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第25図1は、表土から検出した縄文土器の胴部破片

である。縦方向の撚糸紋を地文として、竹管状工具に

よる 2本の平行沈線が垂下する。沈線間には意識的な

磨り消しはなされていない。左側の懸垂文には、やや

幅広の一本沈線が施文されており、何らかの胴部モチ

ーフが展開するものと思われる。胎土には、大粒の白

色砂粒、石英などを多く含む。焼成は良好で、内外面

共に赤褐色を呈する。縄文中期、加曾利E式前半期の

所産であると考えられる。

第24図 遺構外出土カワラケ

ロニロニ／1 ロニ

2は打製石斧で、水滴形に近い撥形を呈しており、

黒色頁岩が用いられていた。

第25図 麟
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ー

遺構外出土遺物観察表

種

ラケ

ラケ

油一

1
-
2

器

カワ

カワ

口径／cm

10. 7 

11. 0 

器高／cm

2.2 

2.2 

底径／cm

7.6 

(5. 8) 

胎

E
 
，
 

B

B

 

土 成焼

4
-
4

色調

褐色

淡橙褐色

残存率／％

30 

30 

備考

表l 調査区内出土古銭一覧

番号 遺構名 銭種 背 OO 拓影図 備考 釆田てロ「 遺構名 銭種 背面 拓影図 備考

1 SH2上層 寛永通宝 28 SH6 寛永通宝 文

2 SH2上層 寛永通宝 文 29 SH6 寛永通宝 文

3 SH2下層 寛永通宝 文 30 SH6 寛永通宝 文

4 SH2下層 寛永通宝 文 31 SH6 寛永通宝 文

5 SH2下層 寛永通宝 文 32 SH9 寛永通宝 文

6 SH2下層 寛永通宝 文 33 SH9 寛永通宝

7 SH2下層 寛永通宝 文 34 SH9 寛永通宝 文

8 SH3 寛永通宝 文 35 SH9 寛永通宝 文， SH3 寛永通宝 文 36 SH9 寛永通宝 文

10 SH3 寛永通宝 文 37 SH9 寛永通宝 文

11 SH3 寛永通宝 文 38 グリッド 雁首銭

12 SH3 寛永通宝 文 39 グリッド 寛永通宝 不載

13 SH3 寛永通宝 文 40 グリッド 寛永通宝 不載

14 SH4 寛永通宝 文 41 グリッド 寛永通宝 不載

15 SH4 寛永通宝 文 42 グリッド 寛永通宝 不載

16 SH4 寛永通宝 文 43 グリッド 寛永通宝 不載

17 SH4 寛永通宝 文 44 グリッド 寛永通宝

18 SH5 寛永通宝 文 45 グリッド 寛永通宝 不載

19 SH5 寛永通宝 文 46 グリッド 寛永通宝 不載

20 SH5 寛永通宝 文 47 グリッド 寛永通宝 不載

21 SH5 寛永通宝 48 グリッド 寛永通宝

22 SH5 寛永通宝 49 グリッド 寛永通宝 不載

23 SH5 寛永通宝 文 50 グリッド 寛永通宝 不載

24 SH5 寛永通宝 文 51 グリッド 寛永通宝 不載

25 SH5 寛永通宝 文 52 グリッド 寛永通宝 不載

26 SH6 寛永通宝 文 53 グリッド 寛永通宝

27 SH6 寛永通宝 文 54 グリッド 寛永通宝 文
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第26図 調査区内出土古銭（1)
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第27図 調査区内出土古銭（2)

゜
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v疇結語
関東地方に於ける鬼高期の代表的な遣物は模倣坪で

あり、模倣坪の出現をもって鬼高期開始のメルクマー

ルとすることができる。

模倣坪は、従来から存在していた和泉期の碗が、須

恵器坪の影響を受けて著しく変容して成立した物であ

り、成立期の模倣坪の分析にあたっては、論理的な解

釈が可能である。

すなわち、立ち上がる口辺部と、湾曲した底部から

構成されると言った、須恵器坪に見られる従来とは異

なる形態構成を意識し、碗に口辺部が痕跡的に作り出

されたような段階、形態構成を十分に理解し、明瞭な

口辺部を作り出しつつも、回転台を使用せず、製作に

関わる粘土の単位についても、従来の手法の延長線上

で製作されている段階、形態構成の理解と共に回転台

の採用や製作に関わる粘土単位の変化など、製作過程

の変容を受けた段階などである。

模倣坪がいち早く出現する地域では、形態模倣から

技術的、工程的変容を受けた模倣坪までの様々な物が

短期間の内に認められる。

模倣坪の成立時に坪の製作に最も大きな影響を与え

た技術的な要因は、回転台の採用である。和泉期に見

られた従来の碗は、掌上で製作が行われており、模倣

坪では、回転台の採用による製作に移り変わった。模

倣坪の成立は、形態においても、器制の中で占める位

置においても、和泉期の碗から大きな変容を遂げてい

る。

ところで、鬼高期の坪類の中で、模倣坪とは一線を

画する坪類が存在している。いわゆる広義に比企型坪

と呼ばれる一群の邦類である。

比企型坪は、 1953年萩原弘道氏によって、焼成、

胎土、形態、丹彩などの特異性から注目され、 1956

年に鬼高式の後半として位置づけられ、 10年以上後の

1968年にこれを踏襲した岡田淳子氏によって、同様

に鬼高式II類のメルクマールとして位置づけられた。

比企型邸は、和泉期の碗が回転台の導入で模倣坪に

変容する中で、頑なに回転台の使用を控えて掌上で作

り続けられた、和泉期の碗の延長線上により近く位置

づけられる坪類であると考えられる。

ヘラケズリの採用と、口辺部を作り出す傾向につい

ては、模倣坪の影響を受けながらも、特徴的な褐色の

胎土と、赤色塗彩、そして、回転台を使用しない成形

と、口唇部の外側への折り返し、あるいは、口唇部内

面の沈線など、模倣坪とは明瞭に異なる形態上の特徴

を持っている。このような坪が長年にわたって模倣邦

と同化せずに作り続けられ、模倣坪に混ざって使用さ

れていた事は、土器の製作と流通及び、土器に対する

当時の観念に関して、非常に示唆的である。

広義の比企型の坪類を観察すると、成形にあたって

は、粘土紐や帖土幣の積み上げによらず、粘土円板を

使用して掌上で製作されており、成形の当初、内屈さ

せた口辺部を作り出し、その後に口唇部を外側に折り

返して、独特の形態を生み出している事がわかる。

模倣坪の製作工程では、粘土円柱上に、概ね□辺部
に相当する粘土紐を置き、円柱の粘土と一体化させな

がら坪形に成形している。比企堕坪の製作工程での掌

上の粘土塊は、模倣坪製作工程での粘土円柱に該当し、

模倣坪製作工程での概ね口辺部に相当する粘土紐は、

比企型邦の製作工程では欠落している。

模倣坪では、主として強度上の問題から、粘土円柱

と粘土紐の境界が底音恥と口辺部の境界に重ならないよ

うに回避して、粘土の境界を口辺部の中に解消してい

るので、口辺部の下半は、底部由来の粘土からなって

おり、比企型坪は、模倣坪から粘土紐由来の部分を取

り除いた形態と見ることもできる。

比企型坪に見られる独自性は、成形時に遡って見て

みると、口辺部を構成する粘土紐の欠落、回転台の不

使用などに直接的には起因している。

与野東遺跡から出土した比企型邦についても、成型

時の回転台の使用や、粘土紐を積み上げた痕跡は認め

られなかった。
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写真図版
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